


講講座のカリキュラムと時間割(1日5時時間) 

申込書(各人につき1枚) 
このページをコピーしてから記入し、FAX(045-264-8417) してください 

株式会社ハイテクノ御中                                       2023 年  月  日  

下記に記載の者を、御社主催の機械・装置設計技術者育成講座に受講者として申込みます。

郵便番号・住所

企業名 責任者 印
事務連絡先:   TEL  FAX

部 課 殿

受講者 
(フリガナ) 

生年月日
(西暦使用) 

年 月 日

最終学歴
(学校名、学部等) 

職種名
(所属部署) 

メールアドレス
□内に� □対面授業を希望 □オンライン授業を希望
株式会社ハイテクノ  〒231-0007 横浜市中区弁天通2-25 関内キャピタルビル605

TEL045-264-8416  FAX045-264-8417 
E-mail katsura@hightechno.co.jp  https://www.hightechno.co.jp
 

No タイトル 内容 
1 めっき装置概論 防錆・装飾・機能めっき/めっき装置の歴史と産業機械・装置としてのめっ

き装置/めっき装置の構成と役割/機能めっき装置に求められる性能・機能 
2 めっき装置に必要な基礎

知識(1) 
めっき装置の基本設計に必要な機械・装置要素、搬送機構 

3 めっき装置に必要な基礎
知識(2) 

めっき装置に必要な化学要素と、とくにめっきとの関わり、耐食・耐熱性、
熱力学、加熱・冷却の計算 

4 めっき装置に必要な基礎
知識(3) 

めっき装置に必要な流体力学、動作空気、排気、液切り、液循環、制御装置、
監視システム、操作性、制御盤の配置、電気工事 

5 機械製図 機械・装置設計の基礎、立体図と製作図、図面の読み方、描き方、 
設計と製図 

6 めっき装置の基本設計(1)  キャリア式、エレベータ式、プッシャー式めっき装置の基本設計(1)ジグの
考え方、めっき工程表の読み方、書き方、多品種少量生産用めっき装置 
めっきに使う材料(耐食、耐熱) 

7 めっき装置の基本設計(2)  Reel to Reel, Roll to Roll,の基本設計(1)種類と構成 
流量計算、動力計算、生産量と速度 

8 めっき装置の基本設計(3)  キャリア式、エレベータ式、プッシャー式装置の基本設計(2) 
タンクの寸法のきめ方、ポンプの設定・配管の配置 

9 めっき装置の基本設計(4)  バレル(回転、揺動、振動)、めっきジグ（引掛け・クランプ）検討 
Reel to Reel, Roll to Roll,の基本設計(2)駆動計算と部分めっき法 

10 めっき装置の基本設計(5)  タンクの容量のきめ方、噴流ポンプの選定・配管の配置/噴流と整流 
めっき装置に使う自動制御 

11 設計演習(1) キャリア式もR to Rも実際に設計してみる 
12 設計演習(2) キャリア式もR to Rも実際に設計してみる 
13 設計演習(3) キャリア式もR to Rも実際に設計してみる 
14 付帯設備 水洗理論、長期計画に基づいた付帯設備の計画 
15 保守・点検・管理 めっき工場での保守・点検・管理、TPM、PMの考え方、一般のTPM、

PMから講師独自の発想で、めっき工場にあった管理方法を講義 
16 発注、納期管理 めっき装置の発注、納期管理 
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